






その他のタイトル Education and Literature in the Latter Half of












































まで上り、小学校教師の人数は！可じ 15年問を通して 59,796人から 122,038人まで、
（音j曽した 3。教！践の専dr" 









































































































































































































石鹸、歯磨、状袋（以上自製）半紙は 1点 l 8銭 5JR 
銭5厘のものに眠る
9円93銭 5lfi 
し差引残金 -1 円93銭 5）亙
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